
目　次
◆赤い羽根共同募金運動・配分金事業の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・ P２～３
◆ネットワーク代表者及び在宅福祉アドバイザー合同研修会、地域を見守るアドバイザーさん！！�・・ P４
◆子育てサポーター養成講座、児童クラブ行事、はじめませんか？いきいきサロン�・・ P５
◆訪問入浴介護事業のご紹介、「暖らん」・「野菊」敬老会�・・・・・・・・・・・・・ P６

『赤い羽根共同募金　街頭募金を行いました』

　今年も、１０月１日から１２月３１日の３か月間を運動期間と定め、赤い羽根共同募金運動が始
まりました。
　運動開始にあたり、１０月最初の土曜日に市内各スーパー等のご協力をいただき、店舗の店頭に
おいて、街頭募金キャンペーン及び募金活動を実施し、多額の浄財をお寄せいただきました。
　※募金の前年度実績や、配分方法等については、次ページ以降に掲載しております。
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街頭募金活動の様子

赤い羽根共同募金運動にご協力お願いします！

地域福祉活動として　4,161,622 円
（内訳）老人クラブへ助成 420,000 円 民生委員児童委員協議会へ助成 180,000 円

ボランティア連絡会へ助成 40,000 円 更生保護女性会へ助成 30,000 円
行路困窮者旅費配分事業 5,910 円 移動式ベンチ設置事業 2,187,864 円
貸出用物品整備事業 12,468 円 地域福祉活動助成事業 915,646 円
ボランティア保険補助事業 199,180 円 ボランティア講座 50,081 円
命のカプセル事業 111,573 円 振込手数料 8,900 円

障害者福祉活動として　144,465 円
（内訳）たんぽぽ料理教室 34,465 円 聴覚障害者協会へ助成 30,000 円

手をつなぐ育成会へ助成  80,000 円
児童・母子寡婦福祉活動として　2,096,948 円

（内訳）母子寡婦福祉会へ助成 30,000 円 ボランティア体験学習 411,619 円
交通遺児援助事業 35,000 円 小・中・高・養護学校へ助成 1,110,000 円
子育てサロン事業 510,329 円

高齢者福祉活動として　1,190,075 円
（内訳）いきいきサロン事業 1,090,000 円 ますらお料理教室 51,610 円

いきいき支援事業 48,465 円
社会福祉イベントとして　309,890 円

（内訳）ボランティアフェスタ 231,085 円 介護食の料理教室 78,805 円

平成２5 年度皆様にいただきました共同募金は１１，２４９，９９５円でした。この募金に基づき
平成２６年度は、７，９０３，０００円が鹿児島県共同募金会から出水市社会福祉協議会へ配分され、
市内の様々な福祉活動に役立てられました。残りの募金は、鹿児島県共同募金会において、県内の
様々な福祉活動を行う団体等に配分されました。

共同募金の歩み

共同募金は，戦後直後に市民を主体とした民間の運動としてス
タートしました。
　当初は，戦後復興の一助として戦災孤児や生活困窮者の援護に
使われてきましたが，時代を経て，経済状況も変化する中，生活
困窮者の救済から住民参加の地域福祉・在宅福祉を目指すものへ
と変わりました。

「誰もが住みなれた地域で安心して暮らすことができる福祉のま
ちづくり」のために，たくさんの方々の助け合いの精神に支えら
れています。
　赤い羽根共同募金は，「じぶんの町を良くするしくみ」

（循環型の募金です）。

本年度目標額　11,080,000 円

平成 26 年度募金実績

区　分 実績額（円）

戸　別　募　金 6,569,400
個　人　募　金 332,000
法　人　募　金 2,171,135
職　域　募　金 288,860
学　校　募　金 232,978
街　頭　募　金 320,294
その他　募　金 1,066,395

合　計 10,981,062
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　平成 25 年度に皆さんから寄せられた赤い羽根共同募金を財源に，平成 26 年度に助成を

受けて，さまざまな地域福祉活動・事業に取り組みました。活動の一部を紹介します。

平成26年度に実施された共同募金配分金事業の紹介

★ボランティア体験学習
　福祉施設等において，車いす操作，シーツ交換，
利用者の介助，配膳，清掃，演芸披露など，ふれあ
い交流をしました。

★地域活動助成事業
　地域福祉活動に取り組む団体やボランティアグルー
プを応援するために「公募」により活動資金を助成し
ました。（写真は，花立東自治会の低座いす購入）

★介護食の料理教室
　11月から3月までの月１回働く婦人の家で開催し
ました。参加者は「今後の食事に役立つ」と喜んで
いました。

★移動式ベンチ設置事業
　市民の皆様の憩いの場に活用していただくためベ
ンチ設置を行っています。

★ふれあいいきいきサロン事業
　楽しく気軽に誰とでも参加できる「つどいの場」と
して活用されています（写真は，馬流サロンの様子）

★ボランティアフェスタ
　社会教育・福祉に貢献された方々の表彰や，記念講
演，活動体験発表，交流演芸発表，福祉バザー，体験
コーナーなどがあり，多くの方でにぎわいました。

共同募金は、住民相互の支えあい活動です。
	 	 寄せられた募金は、地域福祉のために・・・
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在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
、

「
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

で
、
声
か
け
や
安
否
確
認
を
し
な
が

ら
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い
活
動
を

す
る
取
り
ま
と
め
役
さ
ん
で
す
。

　

今
回
、
平
成
二
十
五
年
よ
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

涼
松
自
治
会
の
大
山
和
子
氏
に
そ
の

活
動
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ど
ん
な
こ

と
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
か
？

　

サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
月
に
一
回

程
度
、
皆
で
顔
を
合
わ
せ
る
場
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
活
動
で
の
苦
労
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　

足
が
痛
く
て
、
サ
ロ
ン
へ
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
や
、
訪
問
時
に
出
て
き
て
も

ら
え
な
い
方
の
安
否
確
認
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
？

　

現
在
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
に
取
り
掛

か
っ
て
お
り
、
ご
近
所
付
き
合
い
、
向
こ

う
三
軒
両
隣
の
復
活
や
、
地
域
で
の
課
題

を
み
ん
な
で
考
え
、
よ
り
良
い
自
治
会
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

大
山
氏
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
を

通
し
て
自
治
会
内
の
皆
さ
ん
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
サ
ロ
ン
を
立

ち
上
げ
た
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
り
毎
月
の

サ
ロ
ン
が
楽
し
み
だ
と
声
を
か
け
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
七
日
・

二
十
八
日
に
出
水
市
社
会
福
祉
会
館
と

高
尾
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
二
十
九

日
に
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
在
宅

福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
及
び
小
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
者
合
同
研
修
会
を

開
催
し
、
二
百
三
十
三
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
は
上
村
西
自
治
会
長
の
福
山
博

幸
氏
に
「
サ
ロ
ン
か
ら
見
守
り
ま
で
」

と
題
し
、
自
治
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
事
例
発
表
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
、
お
年
寄
り
夫

婦
だ
け
の
世
帯
、
生
活
困
難
な
心
身
の
不

自
由
な
方
々
な
ど
を
地
域
住
民
の
協
力
に

よ
り
見
守
り
・
支
え
合
う
活
動
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
　
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
及
び

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
者
合
同
研
修
会
開
催

　
地
域
を
見
守
る

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
！

涼松自治会
アドバイザー
大山和子　氏

あなたの

サロンでの鬼火焚き

〝♪北国の春〟の曲に合わせて健康体操
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は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
　
〜
サ
ロ
ン
紹
介
〜

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日

（
土
）、
高
尾
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
ま
か
せ
て

会
員
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
子
育

て
支
援
に
関
心
の
あ
る
市
民
十
三
名
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
鹿
児
島
代
表
理
事
平
川
氏

に
よ
る
「
子
ど
も
と
の
接
し
方
・
親
と

の
接
し
方
」、
県
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

協
会
指
導
員
中
村
氏
に
よ
る
「
幼
児
の

遊
び
」
の
ほ
か
、
出
水
市
の
子
育
て
支

援
の
仕
組
み
、
出
水
消

防
署
員
に
よ
る
「
幼
児

救
急
法
」
な
ど
子
ど
も

に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
義
や
実
技
に
真
剣
に

取
り
組
み
、
時
折
頷
く
な
ど
共
感
さ
れ

た
様
子
が
見
ら
れ
、
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
の
子
育
て
支
援
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
に
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

で
「
ス
タ
ン
プ
作
り
」「
ブ
ン
ブ
ン
ゴ

マ
作
り
」「
折
り
染
め
」「
飛
ぶ
お
も

ち
ゃ
作
り
」
等
の
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。「
折
り
染
め
」
に
挑
戦
し
た
東

出
水
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
折
っ
て
染
め
た

和
紙
を
使
用
し
て
う
ち
わ
を
作
り
ま
し

た
。
染
ま
っ
た
和
紙
を
広
げ
た
瞬
間
、

「
わ
ぁ
ー
っ
」
と
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、

手
作
り
の
う
ち
わ
を
作
る
こ
と
が
で

き
、
夏
休
み
の
良
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
。

〝
そ
の
昔
、
荒
崎
の
丘
は
「
へ
ご
」
の

山
だ
っ
た
そ
う
で
す
。全
員
一
致
で『
へ

ご
や
ま
会
』
と
名
付
け
ま
し
た
。
発
足

し
て
四
年
、
会
員
の
皆
様
は
会
を
重
ね

る
ご
と
に
、
は
つ
ら
つ
と
若
く
な
ら
れ

た
様
な
気
が
し
ま
す
。
支
援
者
も
会
員

と
同
じ
様
に
、
月
に
一
度
の
例
会
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。『
笑

顔
に
勝
る
化
粧
な
し
』
ス
ッ
ピ
ン
で
す

が
皆
、
笑
顔
美
人
（
笑
）
思
い
や
り
の

心
を
大
切
に
す
る
サ
ロ
ン
を
目
指
し
ま

す
。〟

出
水
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
『
ま
か
せ
て
会
員
』
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち

　
　
〜
夏
休
み
体
験
学
習
〜

サ
ロ
ン
千
代
さ
ん
家

（
上
り
立
自
治
会
）

子どもの遊びの講座風景

へごやま会（荒崎自治会）
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《
参
加
者
の
声
》

◆
子
育
て
も
一
段
落
つ
き
、
大
変
な
母
親
た

ち
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
受
講
し
ま
し

た
。

◆
現
在
の
母
親
た
ち
は
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
な
ど
思
い
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。

講
座
を
受
け
て
勉
強
に
な
っ
た
。
自
分
の
価

値
観
を
押
し
つ
け
た
り
せ
ず
、
寄
り
添
え
る

よ
う
支
援
し
た
い
。



　９月１８日（金）に『暖らん』、

１９日（土）に『野菊』の敬老会を

開催しました。来賓の方々にお祝い

のことばをいただいた後、暖らんで

は職員が日頃練習した踊りや歌を発

表し、野菊では、野田児童クラブの

子ども達による歌や、絵本の読み聞

かせ、折鶴、ペンダント・肩たたき

のプレゼント等や、踊りボランティ

アグループによる踊りの披露等、各

施設とも工夫を凝らした敬老会とな

り、その後、会食にて楽しいひと時

を過ごしました。

　　　野　菊　	 	 	 	 	 	 暖らん敬老会

　

介
護
・
介
助
が
必
要
な
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
々
（
各
種
の
医
療
処
置
、
医
療

器
具
を
つ
け
た
ま
ま
の
方
も
ご
利
用
頂
い

て
い
ま
す
）
が
、
ご
自
宅
の
お
部
屋
で
そ

の
ま
ま
安
全
で
心
地
よ
く
入
浴
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。　

　

所
要
時
間
は
一
時
間
程
度
で
す
。

　

専
用
の
浴
槽
と
ボ
イ
ラ
ー
を
装
備
し
た

訪
問
入
浴
車
と
ス
タ
ッ
フ
三
名
の
チ
ー
ム

（
看
護
職
員
一
名
・
介
護
職
員
二
名
）
で

訪
問
し
、
三
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ

ば
、
寝
て
い
る
そ
ば
で
入
浴
を
し
て
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

看
護
職
員
が
同
行
す
る
た
め
、
ご
利
用

者
様
の
身
体
的
な
状
態
を
把
握
で
き
、
訪

問
介
護
な
ど
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
際
の
情
報
交
換
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
生
き

て
き
ま
す
。

◇
訪
問
入
浴
の
効
果
◇

①
身
体
的
効
果

・
温
浴
効
果
に

よ
る
血
行
促
進

に
よ
っ
て
、
顔

な
ど
の
色
つ
や

が
良
く
な
り
身
体
機
能
の
回
復
が
期
待
で

き
ま
す
。

・
皮
膚
を
清
潔
に
す
る
こ
と
で
痒
み
を
減

ら
し
、
ま
た
、
床
ず
れ
の
予
防
と
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
。

②
精
神
的
効
果

・
気
分
が
ほ
ぐ
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。

気
分
転
換
が
は
か
ら
れ
、
会
話
を
楽
し
む

余
裕
や
心
の
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
ま
す
。

・
ま
た
、
緊
張
感
の
緩
和
や
爽
快
感
向
上

の
効
果
が
得
ら
れ
、
睡
眠
も
よ
く
と
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
効
果

・
入
浴
時
に
シ
ー
ツ
や
寝
具
の
交
換
、
更

衣
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ム
ツ
交
換
や
必
要
に

応
じ
た
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
の
介
護
負
担
が
大
幅
に
減
少

し
ま
す
。

・
入
浴
時
、
入
浴
後
の
会
話
等
で
心
配
事

や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
ご
自
宅
に
て
入
浴
で
き
る
の
で
、
お
出

か
け
に
な
る
手
間
も
ご
利
用
者
様
へ
の
負

担
も
軽
減
で
き
ま
す
。

・
入
浴
の
状
態
が
一
目
瞭
然
で
す
の
で
、

ご
家
族
も
安
心
し
て
頂
け
ま
す
。

訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス

〜
在
宅
で
の
安
全
な
入
浴
〜ご利用者様に喜んで頂くための道

具をいっぱい積んだ訪問入浴車で
お伺いします。

グループホーム 小規模多機能型居宅介護事業所
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